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令和７年度事業計画 

 

社会福祉法人 和歌山ひまわり会 

デイサービスセンターせいがの森 

 

 

 社会福祉法人和歌山ひまわり会デイサービスセンターせいがの森では、法人の基本理念であ

る「笑顔いっぱいの生活」を作りあげてゆくため、『１．人を育て、人を慈しみ、人としてあ

るべき姿への支援を行う。２．ゆとりある環境の基に真心を込めた福祉サービスを提供する。

３．地域に開かれた施設として、地域福祉に貢献すると共に、地域の財産としてその価値の向

上を図る。』の３つの経営理念を柱として、以下の方針で運営してゆく。 

 

Ⅰ．運営方針 

 １．ご利用者・ご家族との信頼の絆と個人の尊厳を大切にし、生きがいと安らぎのある生活 

を提供して行く。 

 ２．介護サービスの多様化を図り、ご利用者の自立を支援して行く。 

 ３．笑顔とやさしさをモットーとし、家族的な環境でのサービスを目指す。 

 ４．職員の専門職としての能力開発と自己啓発。 

 

Ⅱ．経営方針と運営計画 

  デイサービスセンターせいがの森としての長所を強くＰＲをし、利用者・家族様に楽しん 

でいただける事業を実施し、多くの利用者に来て頂けるように取り組んでゆく。 

  

Ⅲ．利用計画 

   定  員：２５名  

   利 用 日：月曜日～金曜日（祝日を含む） 

   提供時間：９：３０～１５：４０  

 

Ⅳ．利用者の処遇 

 １．生活指導 

   生活相談員、介護職員と利用者との対話の場を多く持ち、利用者の不満、悩み事の相談

に応じ、きめ細かい指導による相互信頼関係の確立によって精神安定を図り、安心して

明るい日常生活が送れるよう配慮する。 

   入所の趣味の涵養に努め、孤独になりがちな高齢者の精神安定を図るように努める。 

   レクリエーション・行事を積極的に取り入れ、常に斬新な環境を創り上げていく。 

 ２．利用記録の OA 化 

   利用者の利用記録の導入に伴い、記録の OA 化が図れるよう職員の研修に取り組み、 

利用者の状況・情報を共有化することにより入所者対応の迅速化と的確化を進めてゆく。 
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 ３．食事 

   食事については、その都度利用者個々に対応した献立等の検討を行い、栄養面に配慮し

た献立とすると共に、適温・適時の配膳により楽しく食事ができるよう努める。 

  

Ⅴ．設備整備及び生活環境の整備 

 １．設備整備 

   リハビリ用具や休養室等における備品の充実は、利用状況等をみて図ってゆく。 

 ２．生活環境整備 

   また、各種整備や機器等の整備については、利用者が清新な気持ちで日常生活が過ごせ

るよう、各室の清掃、換気をはじめ、施設内外の環境衛生保全に特に配慮する。 

 

Ⅵ．健康管理 

   職員についてはその採用時及び年１回以上定期的に健康診断を行い、健全な心身の 

保持に努める。 

 

Ⅶ．防災計画 

   施設の建造物及び設備の保全については、全職員の協力のもと防災体制に万全を期す。 

   防災体制については、火災予防の意識を常に持ち、火気を使用する場所や消化器、非常

用水等は随時点検すると共に、避難訓練等も定期的に実施し、有事の際は速やかにかつ安

全に避難できる訓練を実施する。 

   消防計画を作成すると共に、防災意識の高揚に努める。 

   消防避難訓練：年２回実施 

 

Ⅷ．職員の研修 

   感染症等の感染状況を把握しながら、職員の研修については、施設内外研修を中心に、

職員の能力向上を図っていく。但し、状況が好転すれば、県内外研修に職員を派遣して、

能力向上を図っていく。 

 

Ⅸ．ボランティアの受け入れ 

   感染症等の感染状況を把握しながら、在宅介護支援センター等を中心に施設内外におけ

るボランティアの受け入れを積極的に行っていく。 

         以上  


